　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１４年８月吉日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　パプアニューギニア友の会
ＰＮＧ関係の皆様方

　　　ドゥサヴァ在京ＰＮＧ大使による「安倍首相のＰＮＧ訪問の成果」に関する
友の会主催講演会（要旨記録）
　すでにご承知の通り、安倍首相は、７月１０日から１２日までパプアニューギニア（ＰＮＧ）を訪問し、オニール同国首相との首脳会談などを行いました。そこで、当会では、その成果についてお聞きするために、ガブリエル・デュサヴァ駐日ＰＮＧ大使をお招きして、７月３０日内幸町プレスクラブで講演会を開催しました。
ドゥサヴァ大使は、従前からこの訪問の事前準備に当たられるとともに現地で２泊３日にわたり安倍首相に同行、また首脳会談などにも直に参画され、その意味で訪問の成果をお聞きするのに最適任の方です。講演はさすがに臨場感にあふれるもので、約６０名の出席者一同あらためて感銘を受けました。
そこで、このような大使の講演の模様をご出席になれなかった方々などにも広くお伝えしたほうが、当会の設立趣旨に適うと考え、次のとおり要旨を取りまとめました。つきましては、御参考にしていただければ幸いです。（文責、友の会事務局）
（ドゥサヴァ大使の講演概要）
1． 実を申すと、安倍首相のＰＮＧ訪問の予備的な準備は、きわめて内々に９ヶ月前から進めてきた。本格化したのは２ヶ月前で、この間自分（大使）は６回帰国して、準備に当たった。そして今回、実際に行われた安倍首相の訪問は、日程、内容ともすべて「日本式」といえるほどにきちっと予定通りに行われた。これについて、ＰＮＧ側の準備責任者として深い感慨を覚える。
2． 今回の安倍首相の訪問は、１９８５年１月の中曽根首相による訪問以来、日本の総理大臣として２９年ぶりのもので、両国間の関係上画期的な意味を有すると言えよう。
3． 安倍首相は７月１０日午後３時４５分、日本政府専用機で定刻どおりに豪州のパースからジャクソン国際空港に到着された。空港では１９発の礼砲を伴う歓迎式典が行われ、その後直ちに総督表敬に向かわれた。
4． その後、国会内会議場でオニール首相との首脳会談が行われた。当初、首相２人だけの首脳会談が３０分間行われ、それから閣僚などが出席した全体会合に移った。
5． 首脳会談の内容は、その後発表された共同声明（「地域の安定と繁栄に向けた新時代の包括的パートナーシップ」）に書かれているとおりである。なかでも、安倍首相が“今後３年間で２００億円規模のＯＤＡ（政府開発援助）の供与”をコミットされたことは、特筆される。その使途は、今後両政府間で協議される。
6． 到着された１０日の夜は、オニール首相主催の晩餐会であったが、公式行事としては異例なほど打ち解けた雰囲気の中で行われた。日本側から１４の会社の代表たちも出席したが、途中で出席者たちが立ち上がりＰＮＧ側と名刺交換などを行い、またそれぞれ個別にオニール首相との記念撮影も行われた。
7． 翌１１日朝は、両首相が出席して両国間の経済関係者とともに、投資保護協定に基づく合同会議の発足式が行われた。その後、日本側の５社の代表がオニール首相と個別会談を行った。
8． その後、安倍首相夫妻ご一行は、日本から飛来した海上保安庁の特別機と契約のＰＮＧ航空の２機、計３機で、ウエワクの旧日本軍戦没者慰霊碑などへの慰霊に赴かれた。地元では、セピック州知事のソマレ前首相以下、空港から道すがら立ち並ぶ日章旗を振る地元民の歓迎振りは、自分（大使）もこれまで見たこともないほど熱烈なもので、大いに感動を覚えた。
9． １１日夜は、日本大使公邸で日本側の内輪の夕食会が行われたが、これにはオニール首相も招かれて２時間滞在するなど、有意義なものであった。
（大使講演後の質疑）
（注、安倍首相訪問中に、茨城県坂東市とＰＮＧヘラ州タリ市と間で姉妹都市関係の締結が行われたが、これに坂東市の代表団として参加した同市市会議員から質問があり、同大使はこれに答えて次のとおり述べた。）
１．この姉妹都市提携については、今後これを“法的に認める”手続きをとりたい。
２．ご質問の今回安倍首相がコミットされた２００億円が、姉妹都市を通じる農業技術協力（とくに土木工事）に使えるかは、両国政府間の協議ならびにＰＮＧ政府内における検討にかかわってくるので、坂東市ではタリ市とよく話し合っていただきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）
